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  ◎社会科学における質的調査とそのデータ分析 

 

 本演習は社会学における質的調査とはなにかを理解した上で、論文執筆をおこなうた

めの準備をおこなう演習である。 

 質的調査とは、いわゆる聞き取り調査の他、一次資料をあつかうこと全般を含む。そ

のためオリジナルな歴史資料や現代的な資料をしっかりと収集し、それを分析すること

までを含む。扱うテーマはそれぞれの学生の主体的な設定に依拠する。そのため、本演

習で重要なのは方法論を学ぶことである。そしてそれを論文に生かすことが重要である。

このことを念頭において参加してほしい。 
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演習内容 

まず受講者の研究テーマをはっきり提示してもらう。その上で、どのようなデータ、

資料をあつかうかを個別に考える。演習内容としては、それらのデータを分析すること

が中心になる。聞き取りを行う院生は、聞き取り資料の収集、分析などを行う。 

最終的には分析したことを、論理的な文章にして表現することを求める。 

 

演習方法 

修士論文を作成するための演習である。そのため、各大学院生それぞれのテーマに関

する報告、討論を中心とする。また場合によっては、教員が現在執筆している論文など

に関する報告を行い、それを通じて論文執筆方法を学んでもらう。 

 

 


